
「外には平和、内には福祉・社会保障」
　　命とくらしを守る！
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早稲田ゆき　プロフィール
食料品の消費税率ゼロと
社会保障の充実で命とくらしを守る
●中小企業の徹底支援で、賃金が継続的に上がる経済へ
●内部留保500兆円超。超大企業・富裕層に応分の負担を求め、
将来世代にツケを回さない

●現役世代の社会保険料負担は30年
で1.5倍。保険料引き下げで医療・
介護の自己負担増に歯止め

●介護人材は2030年に70万人不足。
全産業平均より8万円低い介護・福
祉、保育現場の処遇改善を最優先

●医療・介護・障がい福祉の経営改善、
介護崩壊を防ぐ

1958年生まれ／白百合学園 卒業／早稲田大学 法学部 
卒業／旧輸銀（現国際協力銀行）、2005年～鎌倉市議会
議員（2期）、2011年～神奈川県議会議員（2期）、2017
年～衆議院議員（3期）、県合気道連盟特別相談役、栄区
剣道連盟顧問、鎌倉市サッカー協会顧問、鎌倉市ボウリ
ング協会顧問

早稲田ゆき
行動と実績の

早稲田ゆき4年間の実績
2017年初当選から3期8年、国会質問
120回、歴代総理と直接対決11回。質問
主意書180本、議員立法は59本、三ツ星
議員表彰6回。地域の声を政策に反映し、
法律やしくみを実際に変えてきました。

●憲法9条を守り、専守防衛を堅持
●非核三原則を守り、核兵器禁止条約の
　批准をめざす
●武器輸出拡大にNO！

武力でなく対話で平和を築く

リベラルの火を消さない！
多様性を認め合う共生社会、
ジェンダー平等、選択的夫婦別姓を実現

子育て・若者へ大胆投資
●大学の研究費倍増、大学までの教育・
小中学校給食を完全無償化
●不登校の子どもは約30万人。孤立に
悩む若者に寄り添う支援を推進
●児童虐待の相談対応件数は20万件超。虐待ゼロをめざし、
ひとり親支援と多様な学びを広げる

●女性の賃金は男性の7割、男女の賃金格差を是正
●旧姓使用は企業の国際競争力低下に、選択的夫婦別姓を実現
●包括的性教育とSRHR（性と生殖に関する健康と権利）の推進
●トラウマに苦しむ性暴力被害、被害者に寄り添う支援体制を強化
●性の多様性を尊重し、差別のない法整備へ

農業とエネルギー、地域の未来を守る
●食料自給率は38％。農業者への直接支援を強化
●原発と石炭火力から脱却し、太陽光・風水力等の
再生エネルギーの地産地消


